




Dynamics of Traditional Religion: 






































統派ラフは、1950 年代半ばから 1980 年代に大きな勢力をもっていた宗教指導者モナ･ポク




























bon aw; shin? na[ sheh/ hpa:）であり、ネのように正当な理由なく人間に災厄をもたらすことのな
いという意味で、一義的に善的な存在である。人間はグシャに対して、蝋燭を燃やして「礼拝
する」（o? k’o/ pui ve、字義通りには「頭を下げる」）。宗教的帰属について述べる場合に、「蝋燭















らは「慣習を行なう／儀礼をする」（aw; li: te veまたは aw; hi[ te ve）と言われる10。宗教職能者
を頼って、難解な儀礼言語によってグシャに対して「儀礼を行なう」ことは、「グシャを求め
る」（g’ui; sha ca ve）と表現される。
 伝統派ラフの日常的な言説において、「グシャ」は唯一の至高神のように語られ、質問をす
れば「グシャはただ一体だけだ」（G’ui; sha leh; te: ton ti? yo;）という答えを得ることが多い。そ
の一方で、「グシャを求める」行為のひとつであるグシャに対する儀礼において、宗教職能者
－67－












査地のシャーマンたちは、ナジャマ（Na Ca? Ma）、ナクマ（Na K’u Ma）、ナカイマ（Na Hkai Ma）、







た「罪」（ven: ba{）を浄化してくれたり（keh; la ve）、病気を治してくれたり、守護的な力や恵






















 グシャ（g’ui; sha、神格） 
  シャッジャ（Sha? Ca{） 
  アイマ（ai ma） 
 ネ（ne:、精霊） 
  ピヤ（Pi Ya:） 
  守護的な｢所有者｣（aw; sheh/ hpa:）であるネ 
  自然現象に関するネ 
  死んだ親のネ（chaw suh） 
  血や｢悪い死｣に由来するネ 
  一義的な邪悪さを属性とするネ 
  怪物たち 
自然的な諸存在 
 人間（chaw ya:） 
  体（aw; to） 
  魂（aw; ha） 
 動物（to nu: to sha{） 
 植物（suh{ ceh; va: ceh;） 
 以下ではこれらのネたちについてそれぞれ紹介してゆくが、まずその属性についてやや曖昧
さが残るピヤ（Pi Ya:）について紹介したあとで、他のネたちを大きく 6 の範疇に分類し、そ
れぞれについて述べてゆくことにする。





















 守護的なネは一般に、山や渓流や村や家にいて、その場所の「所有者」（aw; sheh/ hpa:）とさ
































によれば、「太陽をトラが食べた」（mvuh: nyi la: ca: ve、つまり日食）時と「月を蛙が食べた」






ない「悪い死に方をした」（suh ma: da[ ve）者がなるネである。メは邪悪なネであり、とりわけ
その親族（aw; vi? aw; nyi）に対して害を及ぼす。ある人が非常に落ち着かなかったり27、いら
いらして他人を罵ったり、他人を殴りたい気持ちばかりもち、争ってばかりいると、その親族
のこうむった「悪い死」28が思い起こされて、メが介入してその人をかき乱しているのだと理































































































































 トボの下には、「サラ」（sa/ la[）、「アジャー」（a ca）、「ラショー」（la shaw/）という 3つの職














［pa/］、男の場合）や「ガショマ」（ka: shaw? ma、女の場合）がいる。トボなどの 4つの職位
者がきちんとした村ならばどこでもいるべきものとされ、「人間が選ぶ」（chaw ya: leu{ ve）常設









（［A Pa］Sha? Ca{）や複数のアイマ（ai ma）などの神格に語りかけ（bon ku; ve「ボ（功徳を）
呼ぶ」と呼ばれる）、グシャの加護や恵みを乞ったり、グシャに懇願して罪びとを浄化しても
らう浄化儀礼「パッケヴェ」（pa{ keh ve）を行なうことが出来る。より優れたシャーマンの中







































村長（a daw:あるいは hk’a{ sheh/）が村会議を招集し、タイの行政的な連絡事項を伝えたり村内
の問題について話し合う機会としても利用されていた。 
 戒日は宗教的な雰囲気の支配する日である。戒日の前日は「戒の始まる日」（shin? tan/ nyi）
と呼ばれ、祭祀は戒日の前の晩より始まる。「戒の始まる日」の夕方には、多くの家の「家の
祭壇」（yeh; bon pa/）で蝋燭に火が点される。同じ頃、神殿ではたいていトボかガショマが長





















察される（Walker 1975a: 120, 横山 1983）。


































恵み」（aw; bon aw shin?）を乞うていた67。
























 多くの伝統派ラフの村では、正月祭（hk’aw[ ca: ve、「年を食べる」）は、中国正月に近い日に
始まり、8日から 12日間続けられる（長さは村によって異なる）。正月祭は、一日程の中休み
70を挟んで、前半の「女の年」（ya: mi: hk’aw[、「大きな年」hk’aw[ lon?とも呼ばれる）と後半の




（bon ku; ve）を行なった。村の広場には「年の木」（hk’aw[ ceh;）が立てられ、毎晩その下でト
ボまたはモーパが蝋燭を点して「年の主」（hk’aw[ sheh/ hpa:）に安寧と繁栄のための恵み（aw; 
bon aw; shin?）を求めて祈った71。 
 
2.3.2.2 ヘカムヴェ儀礼 
 正月祭が終わり、焼畑を拓く前には、「昔は」(a; sho-e; hta: k’o）「ヘカムヴェ」（heh hk’a: u? mui; 
ve72）という儀礼がなされたと、筆者の調査地のインフォーマントたちは語った。この儀礼は、
「森」（heh pui? hk’aw、つまり畑を拓く場所）で、「山のネ」（hk’aw ne:）に米や蝋燭を捧げて73、
畑を拓く際に「山刀などが当ったりしないように」（a? htaw ta: heu{ pi{）と語りかけるものだと
いう。調査地の呪医は、現在ではこの儀礼がなされなくなったことを、「慣習がなくなってゆ





いことをせき止める」（ma: da[ ma: na ve taw/ ve）ために用いられる儀礼具である。このヘカム
ヴェの代替儀礼とも言える、グシャへの「オツ」の奉献と祈祷では、農作業の安全が祈願され







2 日間となる。年に 3 度の「大祭」では主要な農耕過程を印づける大きな儀礼が行われるが、
祭礼は 2 日間ある安息日のうちの最初の日に催される。2000 年に筆者の調査村では、当該の
満月日が 4月 18日で、前日の 17日に「シェコヴェ」（sheh: kaw; ve、「砂を盛る」という意味）

















































ェ」（sha? la{ te ve、「（功徳を得るための）休憩亭を作る」）儀礼は、2000年には「砂を盛る」儀
礼の 2日後に行なわれた。「休憩亭を作る」儀礼では、村落が属する地域山地の「所有者」で
ある「山のネ」（hk’aw ne:）やその他の「ネ」に肉料理を捧げると同時に、グシャに「恵み」（aw; 












祈祷の向けられるのは、「悪い死」をした無縁霊（phi? ho: phi? ha）、村を囲む各方角にある山の
「偉大なネ」（ne: lon?88）および「父なるシャッジャ」などであり、無病息災や作物のよい出来




は「父なるシャッジャ」や「偉大なグシャ」（g’ui; lon? sha lon?）に向かって、無病息災、作物









献物（hkaw? tan:）を供したり、（「魂が住んでいない」aw; ha ma: cheh: veと判断された場合には）













 2000年に調査村では、「入る祭」は 7月 15日と 16日に行なわれた。満月の日である 7月 16
日が「大戒日」（shin? nyi lon?）、15日が「小戒日」（shi? nyi eh?）、「大祭」の前日である 14日が
「戒の始まる日」（shin? tan/ nyi）と呼ばれた。調査村内では、「戒の始まる日」の夕方 7時頃に
少数の人々による「水の礼を集め合う」（i? ka{ li: shaw da[ ve）儀礼が神殿脇で行なわれた91。







 昼前からは、各家の主婦（yeh; sheh/ ma、「家の女主」の意味）が、それぞれにラフのショル
ダーバッグ（mi? chaw）を抱えて村中の家を駆け回っている姿が見られた。村内の家を一軒一
軒回って、各家の「家の祭壇」の下に、新しく実ったトウモロコシを 1-2本ずつ置いてゆくの
である。トウモロコシの他にも、カボチャの蔓（hpeu: meu: ca）や黄色い小蝋燭を 1-2本置いて
ゆく。各家の祭壇に初穂を置き終わった後で、神殿の祭壇の前にも置く。












 「モレヴェ」（maw: le; ve94）は、村落がその中に属する広い地域の上方に座する、地域の「所
有者」である「山のネ」（hk’aw ne: law ne:）に対する祭祀である。筆者の調査村ではこの祭祀を、







 調査村の人々がモレヴェにおいて「（安寧と繁栄のための）恵み」（aw; bon aw; shin?）を求め


























（ne: ca ve、ネへ祈る）祭祀である理由を挙げて、モレヴェへの参加を拒否していた。 
 
2.3.2.7 新米祭 
 新米祭とは、ラフ語で「新米のご飯を食べる」（ca; suh? aw/ ca: ve）と呼ばれる収穫祭である103。
新米祭が行なわれるのは一日だけだが、この日は他の村からも多くの客が来て、いろいろな家
を回ってご馳走を食べ歩く104。 









ため」（va[ sha/ ca: ve ka[ te[ chi? ma: he{ he{ tu; te ve）や「豚肉を食べるときにはする、しないと豚
肉を食べてあたる」（va[ sha/ ca: hta: te ve, ma: te k’o va[ sha/ ca: bvuh{ ve）というものであった108。
グシャが「降りる」場である神殿には、料理されたものであっても肉を持ち込んではならない
とされるように、肉や大掛かりな屠殺はしばしば不浄性や、災厄をもたらすかもしれない「罪」
（ven: ba{）として捉えられる。「悪いことをせき止める」（ma: da[ ma: na ve taw/ ve）儀礼具であ
る「オツ」によって、豚の殺生にともなう「罪」を「せき止めて捨てる」（taw/ ba; ve）のであ
る109。


































































 この新米祭の翌日の朝に行われた儀礼は、「口の罪」（meu: ven: ve）あるいは「口の罪、舌の
















































て引き起こされたと思われる疾病や不幸、（5）力が出ない（aw; g’a: ma: maw; ve）、食欲不振（aw;
ca: ma: meh; ve）、睡眠不振（zuh[ ma: meh; ve）、悪い夢見（zuh[ ma{ ma: da[ ve）等の、「ボ（功徳）




















中では別のコラムに分かれているが、一回の機会に、例えば、招魂（「魂を呼び戻す」aw; ha hk’u 














































































































ha hk’u hk’aw{ ve）を伴うものである。 










「善行をなす」と呼ばれることもあるが、「豚を潰して、糸をつける」（va[ daw{ leh a? mvuh hkehn 
tcuh? ve）や、より短くは、「糸をつける」といった儀礼で行なわれる行為の描写によっても表
現される。一方で同じ儀礼は、「善果」という結果獲得に中心をおいた一般的行為のひとつと



















 ラフには「父母はグシャである」（Aw; pa aw; e leh g’ui; sha yo;）という言葉がある。この言葉













 ある人間の心身の不調は、「父母に対する礼が満たされていない」（aw; pa aw e aw; li: ma: bi: ve）
ことが原因または原因のひとつだと診断･推察されることがある。その場合人々は、「（父母に）




が村に来た折に、「家側を浄化する」（yeh; hpaw: pa{ keh; ve）儀礼を行なったが、そのあとで世
－93－
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帯主はジャヘ･タラに「お前の義父母にも礼をなせ」（naw; pu naw; pi/ aw; li: caw; pi{）と言われ






















































 「ネピプヴェ」（Ne: pi pfuh/ ve）もまた呪医に頼って行われるが、黒猫の目を縫って閉じた
り、様々な呪いの道具が用意された後で、呪文が唱えられる。筆者の調査村の新村長（元アジ

























見る」（g’a{ pfuh/ tcuh? nyi ve）あるいは「鶏腿を見る」（g’a{ pfuh/ nyi ve）として言及される卜占
は、一対の鶏の腿の骨を合わせ、骨に空いた小さな穴に楊枝を差し込んで、その角度と両側の









































 「トテニヴェ」と同様に、「蝋燭を見る」（peh: haw/ nyi ve）あるいは「蝋燭を燃やして見る」
（peh: tu? nyi ve）という方法でも、診断は専門家だけで行なわれ、他の人々は結果の判断に参
与することなく、専門家の告げる結論を聞くのみである。「蝋燭を見る」卜占は、「グシャが降
りた」（G’ui; sha ya[ la ve）、または「グシャの力が結びつけられた」（G’ui; sha htu: ve）とされる






































・ 他人を殺すな（Shu ta: ti? peh/） 
・ 他人を傷つけるな（Shu ta: daw{) 
・ 他人の物を盗むな（Shu maw: ta: hk’aw:） 
・ 他人の妻／夫を盗むな（Shu mia／Shu aw; pa/ ta: hk’aw:） 
・ アヘンを飲むな／覚醒剤をするな（Fin/ ta: daw;／Ya ma: shi/ ta: te） 
－98－
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・ 麻薬の仕事をするな（Tan: ka; ta: te） 
・ 酒を飲むな（Tzuh; ta: daw;） 
・ 嘘をつくな（Shu hta[ ta: he/） 
・ ｢戒日｣には仕事をするな（Shi? nyi k’o kan? ma: te） 
・ ｢戒日｣には村で静かにしていろ（Shi? nyi k’o a? hk’aw ta[ i? cheh:） 
























































































































ーフが支配的である。「卒塔婆の木」（kaw maw: ceh;）や「揺れる旗」（thu: hi?）などの名称が示
す通り、仏教徒を自称しない伝統派ラフであるが、その儀礼の道具には低地のタイ系仏教徒の
儀礼の道具に由来するものも多い。 



























祷する。神殿（haw? yeh;）が、「村の祭祀をする」(hk’a{ bon te ve）場所と言われるのに対して、




































































37 歳）によると、伝統派ラフの宗教実践は 4 時代に分けられ、そのうち第三の時代にアテフ
ジュが線香を点す実践を始め、その後にモナ･ポクが蝋燭を点す新しいやり方を始めたという
ことだった187。また、現在の伝統派ラフ社会で最も勢力あるカルトを主導していると思われる

































シャが自らの中に顕現した（「グシャが結びついた」G’ui; sha tcuh?-a ve等で表現される）宗教


































したラフの宗教軍事指導者のひとりだった（Walker 2003, 片岡 2005）。


















政庁軍の近代兵器の前に敗退した（Telford 1937: 143-144, 226）。
 1930年代初頭のビルマでは、超自然的な力をもつとされたジャへ･グシャ（Ca; Heh G’ui; Sha）
という指導者が、ワ地方領主に対して反乱を起こし、山中に退避した後も、宗教的な踊りを催
すなど影響力をもちつづけていた（H. Young n.d.: 135, Walker 2003: 517-519）。
 1950年代初頭の北タイでは、ポク･イ（Paw Hku: Ye）というラフ指導者が影響力をもち、村々
を回って神殿（haw? yeh;）建設を命じていた196（Walker 2003: 523-524）。
 次節で詳説するモナ･ポクの後にも、超自然的な力を有するラフの指導者が出現している。
1980年代の北タイではジャヌ（Ca; Nu{）という指導者が影響力をもっていた。村長から宗教















1962: 11, Lewis 1970: 88）。1973年 1月にモナ･ポクは、ビルマ軍に対して反乱を起こし、その
後、その息子「パヤ･ジャウ」（Hpa; Ya: Ca; Ui/200）とともにラフ民族軍を率いて戦った。
 モナ･ポクおよびその宗教･軍事運動については、ラフ研究の他にも、ビルマの民族問題につ
いての研究などの中でも、しばしば取り上げられている（Lintner 1999, Smith 1999, Hanks and 












































るときには、しばしば「彼は何でも分かる」（Yaw: shi/ pui? ja:）という表現を用いる。モナ･ポ
クについて、筆者の調査地の村人は次のように語った。
A 「ポクロ ［ーモナ･ポク］は何でも分った（shi/ pui? ja:）。20歳過ぎの頃からガンパ［力、
権威］があった（kan: pa{ caw; ve）そうだ。しかし、自分はその頃見たことがないか
ら知らないけどね」
B 「（彼が）雨が降ると言えば、本当に降ったそうだ」
   ・・・・・




C 「ポクローにはグシャがしっかり結びついたのだ（hk’a; deh[ htu: pi: ve）。［･･･］ポク







































































（Gui; sha tcuh? mi ve）時には、人間も「グシャの顔を見ることが出来る」（G’ui; sha ve meh{ hpfuh: 
hta[ g’a maw; ve）と言われるが、これらの表現はグシャの真実がすべて明らかになるような終





化儀礼）が頻繁に行われ、そこで供されるべき金も巨額になったといわれる（Young 1962: 11, 
Lewis 1970: 86）。そして、頻繁化･巨額化したパッケヴェによって得られた財は、ラフ軍の武















Aと B 祈詞を唱え（bon ku;）ながら戦った。でも、［兵士の］一部が女に迷ったりして
うまくゆかなかった。グシャの教える通りにしていれば、弾も当たらない。し
かし女に迷ったりして「ナピ221」（na; pi[、「威力」）がなくなったんだ。
Aと B 金を入れないと浄化しない（ma: keh ve）。グシャが教えておいた慣習（aw; li:）
があり、従わないと弾が当たる。

























ナ･ポクの時代には巨額化したパッケヴェが頻繁に行われた（Young 1962: 11, Lewis 1970: 86, 
Sombat 1997, 2002）。
 宣教師ルイスによれば、それまでの「ポク」に代わって「トボ」の概念が顕著になってきた
のは、モナ･ポクの時代からだという（Lewis 1970; 37, Lewis and Lewis 1984: 197）。人類学者ウ
ォーカーは、この点についてやや考えを異にしているが（Walker 2003: 533）、モナ･ポク以前
のラフの神格化された宗教･軍事指導者たちが「グシャ」と呼ばれているの対して（Ma? Heh G’ui; 
Shaなど）、モナ･ポクは「モナ･トボ」（Ma[ Na{ To Bo）しても呼ばれる。「ポク」という呼称は









































































li: te ve）。「グシャ側」の「パッケヴェ」（pa{ keh ve）と呼ばれる、罪（ven: ba{）を浄化する儀礼
である。パッケヴェでは、「奉献（物）」（hkaw? tan:229）と総称されるグシャへの種々の奉献品
や、罪の度合いに応じて大小様々の「束」（aw; tsuh[）が用いられ、供犠を伴わない代わりに、






























































（Ca; Mvuh: Caw239）の影響下にあったラフ集団では 4本の「花」が使用されているという話が










（1）｢ボテパ｣世帯 6 あり あり あり あり
（2）｢ボテパ｣に近い世帯 1 あり あり なし なし
（3）前村長の世帯 1 不明 なし 不明 かつてあり
（4）不完全な世帯 1 なし なし なし なし
（5）非｢ボテパ｣世帯 15 あり なし なし なし



































































昔ラフは「弟のやり方」（aw; nyi pa/ ve aw; li:）を用いていたが、「グシャが降臨して」か
らは、「兄のやり方」（aw; vi? pa/ ve aw; li:）を用いるようになった。「弟のやり方」は「シ




































礼」（aw; li: te ve）してもらうのに、何度もやった結果、2-3万［バーツ］かかった。「儀
礼」するのも、豚や鶏を潰して「善行をなす」（aw; bon te ve）するのとは違う。タラパ
派の「やり方」（aw; li:）は「束」（aw; tsuh[）を作って捨てるもので、金がかかってし




かあると「奉献物」（hkaw? tan:）を作る、善行をなす、糸を結ぶ（hkaw? tan: te, aw; bon te, 




























































































 以下では、筆者が多くのインフォーマントから聞いた、「カウパー」（hk’a{ u? pa/）という「村





































































































ャス」［sha: seu[と表記か？］に供えるのである。（Young 1962: 11）













































































































































 伝統派ラフは、ラフ［赤ラフ］の「昔の先祖の時代からの本当のやり方」（a; sho-e; chaw maw: 
－131－
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co-e: ve aw; li: teh; teh;）を行なっていると主張する276。彼らが祭祀や儀礼を行なっているときに、
それまたはその一過程を取りあげて、「なぜそうするのか？」と質問するときに返ってくる答
えは、「昔からこうしてきたのだ」（O: hta: ka[ hk’e te la; ve yo;）、「先祖の時代からこうしてきた
のだ」（Chaw maw: co-e: hta: ka[ hk’e te la ve）、「こういうオヒ／オリがあるのだ」（Aw; hi[／Aw; li: 
hk’e caw; ve）、「そういうオヒがある、しなくちゃならない」（O: hk’e aw; hi[ caw;, g’a te ve）とい
ったものである。オヒ／オリは、その意味が問題にされる以前に、とにかく遂行しなければな
らない義務として考えられている。



















祭の祈祷では、「偉大なるグシャ、創造主、オヒオコの創造主、父なるサッジャ」（G’ui; lon?, hpa/ 
sheh/ hpa:, aw; hi[ aw; kaw: hpa/ sheh/ hpa:, A Pa Sha? Ca{）に対して祝福と繁栄の種を乞う。グシャ










相対主義と呼ぶべきものである（cf. メンシング 1983: 56-57282）。
カウパーは山のネを祀る。村の祭祀を行なう［･･･］奉献物は村全体から集め合わせる。
蝋燭、白米、トウモロコシなどだ。鶏、豚は捧げない。この点、ラフのオリは面倒でな
い（La: Hu/ aw; li: ma: ha/）。なぜならリスなどは今でも、村の守護霊である山のネに鶏や
豚を捧げているから。（調査村の前村長の語り）
 「民族」集団はそれぞれ異なったオヒ／オリをもつとされるが、その多寡や遂行の難易も問


















に置かれたということである。ラフとして生きる（La: Hu/ te ve、字義通りには「ラフをする」）
とは、他民族はどうであれ、ラフとしての一定のやり方に従った振舞いをすることである。こ


























のだというイメージである（Lienhardt 1961: 53-55, Geertz 1973: 107）。筆者の調査村一帯の宗教
運動を主導していたひとりであるジャヘ･タラの父は、「宗教慣習を教える」（bon ma/ ve）ため
に村々を訪問し、夜には一連のラフの神話伝承を語って、ラフとはこういうものだという示し
た後で、「各自が自分のオヒをよくなせ」（a shu yaw: ve aw; hi[ hk’a deh[ te）と教えていた。
 以上で挙げた例の多くで問題になっていたのは、「民族」集団それぞれが有する固有の慣習
のセットと言えるものであったが、より個別的には、オヒ／オリは「儀礼」や「祭祀」に相当








（Ta: La: Pa/）を呼んで aw; hi[ te ve[［オヒをなす］してもらって治る。以来、ガショマに
なる。（フィールドノートより）
悪いことをすれば aw; pa aw; e ven: ba[／chaw maw: ven: ba[ pfuh: ve［両親に対する罪／老人
に対する罪を背負う］ことになり、病気などになる。病気になり、医者や薬に頼っても
治らないときは、aw; pa aw; e［父母］に対して aw; li:をする［儀礼を行なう］。i? ka{ tsuh: pi:
［手を水で洗ってあげて敬意を表する］して、a? mvuh hkehn tcuh?［両親に糸を結んでもら
う］してもらう。医者も、薬で治らないときには家に帰って aw; li: te ve［儀礼をする］よ
うに言う285。（フィールドノートより）


























ないものだ」（Aw; teh; teh; k’o, G’ui; sha bai? ma: ca ve）と言って、ボテパのやり方を非難してい
た。
 ジャヘ･タラのやり方についてボテパたちは、グシャが降臨し、人間に新たに教えたので、




































































































































































16 ラフ語のふたつの辞書には、pi ya: の記載はなく、hpi? ya[を載せるのみである（Lewis 1986: 289, Matisoff 
1988: 890）。説明は両方とも「食人鬼、巨漢」であり、後者の辞書は hpi? ya[の第二音節 ya[は究極的に
サンスクリット語の raksa（羅刹）に由来するとしている。また、タイ人人類学者ソムバット（Sombat 
Boonkamyeung）は、pi ya: は発音変化して、hpi? ya[と言われることもあり、中央タイ語の yak（yaksa、










18 伝統派ラフの神話伝承によれば、ピヤはグシャに 3 年の間鉄片によって養われて強大になり、グシャ
による天地創造の際には、その力によって、山地のなかった低地に山地を作り、枝のなかった木々に枝
を作ったと伝えられる。これと細部は異なるものの、天地創造の際にグシャにピヤがその強力さを使っ
て力を貸したことは、ウォーカーが呪医の祈詞を引きながら記録している（Walker 2003: 181n30, 167, 
258-59）。











































30 「ボ（守護的な力）が大きくない」（bon ma: ui/ ve）、「ボ（守護的な力）が疲れている」（bon nu; ve）と
表現されることが多い。「ボ」（「オボ」とも言う）については後述する。
















34 この「グリヤー」（g’u; li? ya?）という語は「くすぐる」という意味の動詞の語幹である。

























（aw; mia vui; ve）、新郎が「他人ところに住む」（shu geh cheh: ve）ことなく、新婦を新郎の実家に住まわ
せることができる。










荒野、ジャングル」）から来た語である（Lewis 1986: 343, Hudak 2000: 274）。
45 魂の数を質問されると、伝統派ラフの人の多くは、はっきりした数は分からないが、人間はたくさん
の魂をもっていると答えるが、彼らの日常会話の中では、人間は各自ひとつの魂だけをもつように語ら









のインフォーマントたちは 1960年代後半に、ネに働きかける専門家を、「ネをする人」（ne: te pa/ あるい















マ」（to bon ma）という呼称の他に、しばしば「メボマ」（meh bon ma）とも呼ばれる。
52 ウォーカーはトボの下の 3 つの村落司祭職のそれぞれの役割について詳述しているが（Walker 2003: 
387-400）、筆者の調査村では彼らの職者の役割分担は明確でなく、役職者たち自身の説明も曖昧で互い
に矛盾するものであった。しかし、「戒日」の前日の夕方および戒日の朝夕や大きな年中行事の時に行な






























59 伝統派ラフは 14日か 15日ごとにやってくる新月の前日と満月の日を「戒日」（shin? nyi）とする。「月
が全く消えてしまった日」という説明の通り、｢新月」の日でなくその前日が「戒日」である。語源的に
shin? nyi という語はシャン語の wan shin に由来する可能性がある。シャン語や北タイ語の wan shin（「戒
日」）は、中央タイ語の wan phra（「仏日」、「聖日」）に相当し、太陰暦で 7-8日ごとにやってくる仏教的
な持戒の日を意味する。筆者の伝統派ラフのインフォーマントたちは、単独の語としての shin? は、グ
シャが人間に対して与えてくれる「繁栄の種」のようなものだと説明する。「aw; shin? があれば一粒の米
から 100粒の米が得られるだろうが、aw; shin? がなければ一粒から 30-40粒しか得られない」（ラフ語の
名詞に着く aw; は特に意味を添えない接頭辞）という言葉は、aw; shin? について伝統派ラフのインフォ
ーマントたちが与えてくれた説明である。（一方で、キリスト教徒ラフの場合はふつう、aw; shin? は aw bon 
と同じ意味で、どちらも神の「恩寵」「恵み」「祝福」を意味すると説明をする）。しかしながら、ここで
いう aw; shin? が、shin? nyi の shin? と意味を同じにするかは明らかでない。筆者が質問した伝統派ラフ
のうち、中央タイ語と北タイ語に堪能なインフォーマントたちは、shin? nyi の shin? を wan shin の shin 
に結びつける傾向があった。そして彼らは、shin? nyi を、野良仕事や肉食や米の精白や性行為などの行









401-408）。ウォーカーは同じ儀礼を「水の礼を持ち寄る」（i? ka{ li: yu; da[ ve、ウォーカーの英語訳では「水
の慣習を交換する」）と呼んでいる。ラフの儀礼の多くは特定の固定的な名称をもたず、おおよそ同じ意
味をもつ様々な呼び方が用いられる。筆者の調査地では、i? ka{ li: shaw da[ veという言い方が多く用いら










































説明するものとやや異なり、「畑を拓く前に」（heh ma: hpaw: she/ hta:）ではなく、畑に播種した後に、農
作業の安全とともに、稲のよい生育が祈願されている（Walker 2003: 223-225）。
75 北タイ暦の第 7月の満月を基準とする。タイの伝統的な正月であるソンクラーンに近い時期である。
76 伝統派ラフにおいては、月に 2度の「戒日」（shin? nyi）が shin? eh?（「小祭」）とも呼ばれるのに対し、




「大祭」を shin? nyi lon? として言及しているが（Walker 2003各所）、筆者が調査村でこのように言うと
shin? lon? と訂正されたことが何度かあった。後者の字義通りの訳は「大戒」であろうが、「大祭」という
方が言葉の使われる意味合いに近い。
77 ウォーカーの調査地では「盛砂戒日」（sheh: kaw; shin? nyi）と呼ばれていたが、筆者の調査地では、行
なわれるふたつの儀礼に言及して、「砂を盛る」（sheh: kaw; ve）および「休憩亭を作る」（sa? la{ te ve）と
言われる方が多かった。







80 kaw mo:は、シャン語で「パゴダ」を意味する korng muに由来する語である（Cushing 1914: 71）。

















を得られるという論理が共有されており、sha? la{ という語もシャン語の sha laaに由来し（Hudak 2000: 
218）、中央タイ語の sala に相当する。
88 「山のネ」（hk’aw ne: law; ne:）とも言い換えられた。
89 休憩亭の周囲の奉献台の下での祈りの多くはそれぞれの方角の山のネに向けられるが、「父なるシャッ
ジャ」に向けられるものもあること、さらに、「父なるシャッジャ」のみならず「山のネ」に対しても無
病息災や豊かな実りや「恵み」（aw; bon aw; shin?）を乞うことは注意に値する。後述の「大きな山のネ」
－147－
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90 結婚を希望する男女の多くも、第 3 番目の「大祭」の月が来るのを待って婚姻儀礼を行なっていた。
引越しや家の新築なども同様に行なわれないが、これらは宗教的な規制によると同時に、これらがもと
もと雨季に行なうには物理的にも難しいという理由もあると考えられる。
91 トボは 14 日の「戒の始まる日」から泊りがけで、ジャへ･タラのところへ表敬訪問に出かけていった
が、「大祭」の機会には、いろいろな村からたくさんの人々がジャヘ･タラを訪ねてくるということだっ
た。
92 この「糸を結んであげる」（a? mvuh hkehn tcuh? pi: ve）という儀礼的な行為は様々な場面で見られるが、
伝統派ラフにおいては通常、目上の者が目下の者に対して行ない、それによって相手に祝福を与える行
為である。































103 2000年には、筆者の調査地の隣の伝統派ラフの村は 10月 10日（火）に新米祭を行なったが、近隣の






















































111 筆者が確認できた限り、村内で豚を潰した世帯は 16戸、潰さなかった世帯は 6戸だった。「ボテパ」
の世帯はすべて自分の家の豚をつぶした。豚をつぶさなかった家の多くは、貧しくて、何らかの形で他
















114 「家の祭壇」（yeh; bon pa/）に供するのかと聞くと、アガーはそうでない言い、「グシャは肉を食べな





































122 ここで「功徳が弱っている」と直訳的に訳した bon nu; ve は、「（加護的な）力の低下」と言った方が
ふさわしいかもしれない。村人によれば、罪を犯しても「功徳が大きい時には」（bon ui/ hta: k’o）には疾
病や不幸に見舞われなくとも、「功徳が弱った時には」（bon nu; la hta: k’o）疾病や不幸を被るという。
123 これはかなり多くの村人の一致した考えで、複数の人々が筆者に対して、「医者も、薬で治らないと
きには家に帰って儀礼をする（aw; li: te ve）ように言うのだ」と語った。既述の通り、漢語の「礼」に由
来する「オリ」は、広い範囲の意味をもつ語であるが、それらの意味の中心には「決まった一定のやり







（aw; ha）が体を離れて「死者の国」（chaw suh mvuh: mi;）の近くや中をさまよっているからだと解釈した。
125 グシャへの礼拝を強調する宗教運動の高まりの後であった調査村では、「グシャ側」の宗教職能者（ト













することは問題としないが、「異教徒」（lo: ki; ya:）である「赤ラフ」（La: Hu/ Nyi?）の慣習として、糸を
巻く行為を「ネ（悪霊）に頭を下げる」（ne: hta[ o? k’o/ pui ve）こととして忌み嫌う。
129 「蝋燭を燃やす」という言葉は、蝋燭への点火のみでなく、同時に呪文が唱えられて、グシャに行な
われつつある儀礼について告げて、その加護を求める行為をも含めた意味を持つ。他人にご馳走して「善
行をなし」ても、それをグシャに正しく告げなければ、その「オボ（功徳）は得られない」（aw; bon ma: 
g’a）と言われる。












134 ここで「休憩亭」と訳したラフ語の sha? la{ は、近隣のタイ系仏教徒の間で見られる salaとあい通じ









































わざ他家から司祭や呪医などの「言葉（呪文）を知っている者」（aw; hkaw: shi/ pa/）を呼んで儀礼を司祭
してもらう事例は、調査中には見られなかった。
































148 筆者が会ったラフ･グラオ（Ku/ Lao:）下位集団の「シェ」は、「タラ」ta: la:を自称し、神格アイマを
「求める」（ca ve）すると説明してくれた。しかし、クライアントであった調査村の伝統派ラフ達の多く


















































159 また、上記のうち 1番目と 2番目、3番目と 4番目などは、しばしば基本的に同じものとして捉えら
れる。
160 「ボテパ」のように分節化した説明を行なう者は、人間がこれらの戒律を侵犯すれば、「罪を背負う」



























を喜ばしたり、友達と仲良くやる」（shu hta[ ha leh; pi: ve, aw; chaw: te ve）べきだという価値観があるが、
大勢の客が来る機会には、社交における酒の役割が飲酒の悪よりもしばしば強調されるのである。
170 ven:シャン語起源の語で、中央タイ語の wen（罪業）を語源とする（Matisoff 1988: 1331）。ba{または
ba[もまたシャン語起源の語で、中央タイ語の baap（宗教の教えや禁制に反する行為）に相当する。baap










173 haw? yeh;は「宮殿」（シャン語の horより）＋「家」（yeh;）からなる語である。古くは bon yeh;（「徳」















180 通常「権力、権威」（Lewis 1986: 160）という意味で使用される「ガンパ」kan: pa{という語は、伝統派
ラフの宗教において非常に重要な概念である。言語学者マティソフの辞書では、kan: pa{の第一義に






グシャである「父なるシャッジャ」（A pa Sha? Ca{、”Sha? Ca{“という語自体が「忠実、正直」という意味
である）について、次のような物語を語ってくれた。昔、野牛を獲て、その肉を洗おうとするとき、シ










183 村の外は、しばしば「森」（heh pui? hk’aw）として言及されるように、人間のコントロール外の場所と
意味づけられている。





185 語源的に paw、hku:ともにシャン語由来の語で、それぞれ「父」、「君主／首長」という意味である（Matisoff 
1988: 858）。「ポク」は、英語文献では dreamer（H. Young n.d.）や prophetと表現される他、タイ語系言






























191 「ポク」の他にも、「グシャ」（g’ui; sha）、「シャッジャ」（sha? ca{）などの称を付して呼ばれることも
あり、同じ宗教指導者が時により様々な称号で呼ばれる。例えば「モナ」（Maw[ Na{、「テナガザル」）と
あだ名されたかつての指導者は、「モナ･ポク」（Ma[ Na{ Paw Hku:）、「モナ･トボ」（Ma[ Na{ To Bo）、「モナ･
グシャ」（Ma[ Na{ G’ui; Sha）、「ポクロー」（Paw Hku: Lon?、「偉大なポク」）などで呼ばれる。宣教師ルイ
スによれば、それまでの「ポク」に代わって「トボ」の呼称が顕著になってきたのは、モナ･ポクの時代
からだという（Lewis 1970; 37, Lewis and Lewis 1984: 197）。また、先述の通り、「グシャ」は至高神ある
いは神格一般を指す語であり、グシャと結びついた人間自体もしばしば「グシャ」をその名に付して呼
ばれる（例えば、Ma? Heh G’ui; Sha、Maw[ Na{ G’ui; Shaなど）。なお、ラフの神格化された宗教政治指導者

























198 ラフの間では、Maw[ Na{ To Bo、Paw Hku: Lon?（「偉大な paw hku:」）等でも呼ばれ、周辺のタイ系民族
からは主に pu cawn lon（pu kyawng lon等でも表記される）と呼ばれる。Maw[ Na{とはテナガザルのこと
で、この人物の名前または通称。Paw hku:、to boは位階名で尊称として添えられる。「プジョンロー」と
は「偉大な寺男」を意味するシャン語である。




  B 石がお菓子になると言われた。･･･××［不明］も肉になると言われた。
  A ［モナ･ポクの呼びかけに応じて］北の国［ビルマ］に行った者の一部は帰ってきた。
  B 働くな、働かなくても食べれるとポクローは教えたが一部は聞かずに働いてしまった。
200 Ca; Ui/（Ca;＝男性名を示す接頭辞、Ui/＝「大きい」）は長男につけられることの多いラフ名である。
Hpa: ya:はシャン州チェントゥン地域でかつて使われた位階でおおよそ「郡長」に当たる（Matisoff 1988: 
883）。赤ラフはシャン族の位階制から caw; fa?（cao faより）、hpa: ya:（pha yaより）、paw meun:（paw mueang
より）など様々な位階を取り入れた（Walker 1970: 141-143, Sombat 1997, 2002）。





課した税の分配を開始した」（M. C. Tun 1973: 7）。
203 pa{ keh veは、pa{ ve（神秘的な力によって命令する、運命づけるという意味）と keh ve（清浄である）
からなる語である。pa{ ve は「命令」であるが（Matisoff 1988: 813）、しばしばグシャや超自然的な力を
もった者に見られるような、「～なれ」「～よあれ」などの言葉を口にしただけで、その言葉どおりのも
のを実現させるような力のある命令を意味する。keh ve は「きれいだ」あるいは「浄化する」という意
味であり、pa{ keh ve という語は、グシャの偉大な力（言葉）によって浄化するという意味合いをもつ。
「パッケヴェ」は、グシャの偉大な力をもった言葉で「清浄なれ」と言ってもらうことにより、クライ
アントの罪を清める儀礼と考えてよい。ラフの権力概念の中心には、発する言葉によって現実を生みだ










グシャ」と呼んでいる（Telford 1937: 143, 226）。トボという概念がモナ･ポク時代に特に赤ラフの間で顕
著になったというルイスの言葉（Lewis 1970: 37, Lewis and Lewis 1984: 197）を信じるならば、マヘ･グシ
ャの時代には「マヘ･トボ」という呼称は用いられていなかったと考えられる。




“A? nyi hk’aw[ hta: nga; Maw[ Na{ Paw Hku: cheh: kui; lo k’ai ve yo;. Maw[ Na{ Paw Hku: yaw: nga; hta[ k’o{ la: ve-a, 
naw; fin/ ye[ keu{ ve aw/ sheh{ ha pa ti? ga; shaw[ law, hk’e te k’o, naw; pa naw; e aw; hk’e Meh Hpa[ law; leh Ho-e Pa Fa: 
hk’aw ka/ aw/ cheh: a; shaw[ law, naw; ti? k’o Pa/ Fa: lo aw; mi: ma heu{ veu la: leh Meh Shao? lo Pa/ Bo hk’a{ hk’aw lo 
naw; pu/ naw; pi geh aw/ k’aw[ cheh: la ve law k’o{ la: ve yo; leh naw; pa teh; ve ti? k’o suh o; law leh naw; pa ca? ti? k’o 
meh { shi/ te: pa? pe[ she{-o; law. Chi beu[ meh` shi/ te: pa? ti? caw; ve yo;. Aw; meh Pu Ta? meh ve yo;. Naw; e leh Na 
Va[ meh ve yo; k’o{ la: ve yo;. Yaw: hta[ nga; ka; ma: hto pi: yaw: hk’a: yaw: shi/ ve yo;. 
  Nga; yaw: hk’a{ lo ga; hta:, yaw: geh nga; ca gui: ve yo;. Yaw: leh haw? yeh; aw; hk’aw lo cheh: ve yo;. Haw? yeh; ti? k’o 
cho; ka[ ve hk’a shu/ yo;. Paw Hku: Lon? leh yaw: aw; mi: ma yaw: hui? ma; hk’a; hta{ ka[ haw? yeh; aw; hk’aw lo ti? 
cheh: ta/ ve yo;. A; htaw: ma: te ca: yaw: ve hk’a{ ya: te: hpa/ te leh yu; k’o/ pi: ve yo;. 
  Paw Hku: Lon? yaw: aw; to aw; lawn yaw: meh{ hpfuh: la[ meh/ pa? hpaw: leh na{ taw? caw; ve yo;. Nga; hui yaw: 
meh{ hpfuh: a[ k’o “jaw: maw: o;” ti? g’a k’o{ ve yo;. Paw Hku: Lon? yaw: aw; to ka; pui? ve yo;. Te: paw{ maw; hta: k’o, 
chaw maw: hk’e maw; ve yo;. Te: paw{ k’aw[ maw; hta: k’o, ya: neh; hk’e maw; ve yo;. Paw Hku: Lon? yaw: te: hkui te: 
ceu; te pui? ve yo;. 
207 筆者はキリスト教徒ラフの 50 歳代の村人と次のような会話を交わした。「モナ･トボはガンパが大き
かったそうだ」。（どういう風に？）。「さあ知らない」。（どうしてガンパが大きかったと言うのか？）。「何
でも分ったんだそうだ（Shi/ pui? ja: ce:）」。（何が分ったんだ？）。「誰がやってくるとか、どうして病んで
いるとか、その人が来る前に分かったそうだ」。（どうして分かるのだろう？）。「やつはネの親玉だ。ネ





詞の語幹である（cf. Matisoff 1988: 813）。
209 ウォーカーの示すラフ語の原語テキストは次の通りである（Walker 2003: 527f）。本文中の日本語訳は
ラフ語原語からのものである。
“Maw[ Na{ Paw Hku: Lon? chi yaw: La: Hu/ ya: hta[ k’o{ ve, “Shu mi: shu ya: hta[ ta: ya[, shu maw: ta: hk’aw:, aw? k’a/, 
nu: ta: ti: ca: k’o{ ve yo;”. Yaw: k’o{ ve, “Va[ ti: ca: ga: k’o, va: tsuh[ aw: ma; te leh peh: haw/ te: ku yu; leh to bo hta[ pi: 
－161－
98
leh chaw ya: a shu yaw: hu la ve va[ ti: ca: ve yo;, ba{ ta: caw; la:, ca: k’o, ta: na; la: meh/, k’o{ leh to bo te keh; pi: ve yo;”. 
Maw[ Na[ Paw Hku: Lon? chi k’o, G’ui; sha yaw: hta[ ma/ pi: ve pa taw yaw: shi/ pui? ja: ve yo;. Chaw te: g’a: g’a: vui: 
kui/ cheh: leh yaw: hta[ ti: peh/-a k’o{ ve htaw: yaw: shi/ ve yo;. La: Hu/ ya: yaw: aw; pa: ma: he{ htaw: na; u? ma: 















216 ウォーカーはラフ語の原語テクストを示している（Walker 2003: 505）。なお本文中の日本語訳は、ラ
フ語テクストから筆者が翻訳したものである。
Maw[ Na{ Paw Hku: yaw: ma/ ve aw; lawn te: hpa/ chi hk’e k’o{ ma/ ve. Naw; hui te: hpa/ hk’aw; ka[ cheh: ve ma: 
hk’o{ hk’aw; hta{ ka[, te: nyi le le nga; maw; cheh: ta/ ve yo;. 
 Yaw; ma/ ve, mui; ca: va: ca: ve htaw: peu; la; htaw: ca; yaw: nyi: pi{ ti peu; jaw k’o aw; g’u: suh/ te: hk’aw[ k’ai ve k’o, 
aw/ pi{ k’aw[ ti she/. Mui; ca: va: ca: ve htaw: hk’a deh[ te caw: ve yo;, bon hpaw: shin? hpaw: htaw: hk’a deh[ te caw: ve 
yo;, shu maw: shu je/ ta: hk’aw:, shu mi: shu ya: hta[ ta: ya[, ma: hte: ma caw: ve ta: te, chaw hta[ ta: ti: peh/, bon hkaw: 
shin? htaw: hta[ hk’a deh[ na leh fi/ leh[ ve htaw: ma: leh[ ve k’o da[ ve yo;. Fi/ leh[ ve te: ceu; leh; aw; leh ma: caw; ve 
yo;, hk’a; hta{ ka[ tu[ hka/ caw; yo;, ma; daw; ve k’o da[ leu? ve yo;. 
 Nga; Ho-e Shai? lon? cheh: Paw Hku: Lon? yaw: ve tcuh ya: te: hpa/ la; leh bon hkaw: ca ma/ la ve yo;. Yaw: ve tcuh ya: 
te: hpa/ chi hk’e ma/ ve, aw; vi? aw; nyi te: hpa/-o, G’ui; sha ve tcuh? ka[ mi; la yo;. Ven: ba{ caw; ve k’o leh g’a hto: ve 
yo;, ba{ ma: hto: ve k’o, G’ui; sha ve meh{ hpfuh: hta[ ma: g’a maw; meh/, chi hk’e k’o{ ma/ ve yo; leh fi/ daw; pa/ chi 
hk’e ve k’o, hk’a{ hk’aw ka;, fi/ ta: daw;. G’ui; sha cha[ ja:, chi hk’e k’o{ ma/ ve yo;. 
217 当時ビルマとタイの伝統派ラフの間では、アヘンが蔓延していた。








Paw: Hku: Lon? yaw: ve hk’a{ hk’aw ti? k’o, hk’a peu;-e sheh{ chi yeh; ceh ti? caw; ve yo;. Yaw: ve haw? yeh; aw; hk’aw lo 
ti? teh ta/ ve yo; na{ haw: lai? ceu; caw; ve yo;. Pui? ko:, hka: bai: leh fui/ sa[ te, hk’a: bai/ lon?, pui? beu chi te: hpa/ yo;.” 
220 リントナーによれば、モナ･ポクによる武装蜂起は、ヤンゴン政府がラフのガクイェ（KKY、ビルマ
政府公認の武装自警団）を武装解除しようとしたことに反発して起きたという（Lintner 1999: 277-278）。

















226 ボテパは bon te ve（功徳をなす、善行をなす）という同時の語幹 bon teと、行為者の意味を添える接尾
辞 pa/からなる語で、直訳すると「功徳をなす者」、「善行をなす者」などの意味になる。しかし、ラフ語
の bonは、文脈によっては「宗教」、「宗教的流儀」などの意味をもつ語である。
227 それまで知るはずのなかった難解な儀礼言語で「祈詞を唱え」bon ku; ve始めることは、「グシャの力
に結びつけられた」証左とされる。
228 この部分は「何でも分る」（shi/ pui? ja:）と表現されていた。知るはずのないことを知ることが、グシ
ャがその人間に顕現した証しと捉えられているのである。前出のモナ･ポクについての人々の語りを参照
のこと。












（Na Ca? Maの Ca?は、「結びつく」ca? veという動詞と同根。naは女性名の初めに来る語、maは女性であ
ることや妻であることを示す接尾辞である）、神と人など、様々なものを仲介し結びつける役割をもつア



















238 「綿の花」（sa? la: ve{）、「蓮の花」（hpeu; ve{）などとも呼ばれる。
239 「ジャムジョ」は、「ブンチュム」Bunchum という名のビルマ在住のシャン人カリスマ僧に対するラ
フによる呼称である。ブンチュム師には、ラフの間にも帰依者が少なくない（cf. 片岡 2007: 36, 42, 93）。










243 ラフ語で「礼拝する」という意味は、「頭を下げる」（o? k’o/ pui ve）と表現される。そして、例えばあ
る人の宗教帰属を尋ねる場合には「あなたは何に頭を下げるか（何を礼拝するか）」（Naw; a; hto[ ma hta[ o? 
k’o/ pui ve le）という言い方で質問することが出来る。ラフ語には元来「宗教」religionに相当する語はな
－164－
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お、キリスト教徒ラフは、低地のタイ系仏教徒たちをしばしば「偶像に頭を下げる人々」（sha? ho[ hta[ o? 
k’o/ pui ve chaw）と呼ぶ。









253 ウォーカーはこのインフォーマントの当時の年齢から、当該の村に神殿が出来たのは 1950 年だった
と推算している（Walker 2003: 523）。
254 タイの伝統派ラフから見て「北の赤ラフ」とは、ビルマに住む赤ラフのことを指すと考えられる。
255 na; pi[ na; ya?とは charmed words; magic voice; the power to heal by wordsで（Matisoff: 1988: 738）短く「ナ
ピ」（na; pi[、前出）とも言われる。





”A sho-e/ nga; ya: eh? hta:, haw? yeh; ma: caw; she/. Aw; hk’aw[ naw?, nga; a sha[ te: chi hi? hk’aw[ ga; hta: heh?, haw? 
yeh; tan/ caw; la ve yo;. O: te: yan: hta: haw? yeh; ma: caw ve pa taw to bo, a ca, la shaw/ chi te: hpa/ ka[ ma: caw;. Shin? 
nyi ga; k’o peh: haw/ yu; leh a shu yaw: yeh; hk’aw lo yeh: hkui? daw hta[ ca tu? neh? ve ceh ti? te ve yo;. O: ve te: yan: aw;
hk’aw lo, shin? nyi k’o{ ka[ hk’a deh[ ma: ka ma: hui?, kan? te ga: k’o, sha/ baw{ ga: k’o, baw{ k’ai ve yo;. Aw; hk’aw[ naw? 
Paw Hku: Ye te: pa? ga; la leh haw? yeh; tan/ caw; la ve yo;. Paw Hku: Ye yaw: aw; na hpaw: ve La: Hu/ Nyi? te: hk’a{ le le 
lo k’ai leh bon hkaw: ca ma/ pi: leh te: hk’a{ le le hta[ haw? yeh; teh ya[ la ve yo;. Paw hku: Ye yaw: aw; g’u: suh/ hta: na; 
pi[ na; ya? ka[ ca: ja: ve yo;. O: ve te: yan:, Kaw? Law? te: hpa/ ka[ yaw: hta[ tan: ja: ve yo;. Aw; hk’aw[ naw? yaw; fin/ 







































263 英語版（Boon Chuey 1963: 29）には、家の精霊の台座の写真が載せられ、”At the head of this common 
bedroom stands an alter called “Nye Neng” on which are beeswax candles, a bamboo joint containing rice, hen’s 
eggs and small baskets of several articles of offering. This alter is for worshipping the household god or the spirits 
of ancestors”という説明がある。
264 英語版（Boon Chuey 1963: 37）には、村の精霊の祠に礼拝する赤ラフの写真が載せられ、”The Muhsur 
Daeng is praying to the village spirit for the protection against sickness and violence of man and beast. Usually, 
they feast and make offerings to their village spirit twice a year. On each occasion of feasting, every family renders 











切って立てられた木による卒塔婆の柱が 4-5本と、一本が 6メートル程の竹の葉で飾られた竹の幹が 6-7
本が、村へ到る入口脇にあり、『コムトー』［kaw mo: taw/？］と呼ばれる。ここでは新年に定年の祭祀が
行なわれるが、彼らの空の精霊であるグシャへの礼拝である」（Bunchuai 1963: 223）。英語版には「コム
トー」の写真が載せられ、”About fifty metres away from the entrance of each Muhsur Daeng village stands some 
sort of totem posts and bamboo poles known as ‘Kaw – moo – taw’ or ‘Jungle Gate’ which serves as the village 
shrine where New Year festivals take place when villagers gather to make their annual offering to all souls or 
spirits believed to be present to receive their due. On this occasion the Muhsur Daeng slaughter pigs and chickens 








の時に行なわれる、ラフの「大祭」（shin? lon?）のひとつの盛砂祭（sheh: kaw ve）だと思われる。
266 英語版（Boon Chuey 1963: 28）には、プジョンの役割についてのより多くの記事がある。”Each Muhsur 
Daeng village has its ‘Pu Chawng’ who acts as representative of the gods or the spirits. The Pu Chawng gives 
prophetic tokens, presides over rituals and acts as spiritual adviser to sick ones by instructing them to sacrifice pigs 








269 「束」（aw; tsuh[）、つまり、竹を割って作った小さな棒の束の上に、綿の「花」（aw; ve{ kai?）を乗せ
た儀礼具を指すと思われる。
270 英語版（Boon Chuey 1963: 28）には、プジョンの家の裏の祭祀具の写真が載せられている。説明は次
の通りで、プジョンの家の裏で行なわれる祭祀の対象について言及されている。”At the back of the Pu 
Chawng’s house stands a bamboo staff on which a ‘centipede flag’ is hoisted as homage paid to the revered gods or 
the spirits. This flag is known as ‘Tong-chae’. Every seventh day the Pu Chawng burns beeswax candles and 






274 さらにこの語は、北タイ語の hiitに相当し、いずれもパーリ語の caaritta（「作持，実践」［水野 2005: 126］）、























つけられることはなく（cf. Kammerer 1996: 331）、そのときにおかれた状況に対して、より適合的である
か否かという相対的な有効性の点から判断されるだけである。
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